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青空のもと、桜ずもう開催
桜杯争奪相撲選手権大会
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打吹山のふもと、木々の緑が輝き、好天に恵まれた4月25日､多くの相撲フ
ァンが集まる中、佐渡ケ嶽親方をはじめ、部屋の力士を迎えて、第26回桜ず
もうが、倉吉市営相撲広場で開催されました。
午前8時、開会式が行われた後、各競技が開始され､観客の声援を受けながら、
元気いっぱい取り組みました。
競技の後は子供たちが楽しみにしていた佐渡ケ嶽部屋の力士とのぶつかり稽

古。豆力士たちが束になってぶつかっても、力士がやさしく受け止め､楽しい
ふれあいの時間を過ごしました。
桜ずもうは、琴櫻関の顕彰と併せて子供たちの相撲への関心を広げることを

目的として、倉吉青年会議所と佐渡ケ嶽親方をはじめ部屋のご協力により昭和
54年から開催されています。
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郵便等投票ができる方で、自ら投票の記載をすることができ
ない者として定められた次の方は、あらかじめ選挙管理委員会
に届け出た者（選挙権を有する者に限ります。）に投票の記載を
させることができるようになりました。
代理記載制度を利用するためには、選挙管理委員会への事前

の申請が必要です。

障害等の区分
身体障害者手帳
戦傷病者手帳

障 害 等 の 程 度
上肢又は視覚
上肢又は視覚

１級
特別項症から第2項症

障害等の区分

身体障害者手帳

戦傷病者手帳

介護保険の被保険者証

障 害 等 の 程 度
両下肢､体幹､移動機能 １級又は２級
心臓､腎臓､呼吸器､膀胱､直腸､小腸 １級又は３級
免疫 １級から３級
両下肢､体幹､移動機能 特別項症から第2項症
心臓､腎臓､呼吸器､膀胱､直腸､小腸 特別項症から第3項症
要介護状態区分 要介護５

公職選挙法の一部が改正され、新たに「期日前投票制度」
が創設されました。期日前投票制度は従来の不在者投票のよ
うに、投票用紙を封筒に入れて、それに署名するといった手
続きが不要となり、投票しやすくなります。

期日前投票・不在者投票について　

期日前投票制度

不在者投票

●対象となる投票
名簿登録地の市区町村で行う投票
●投票期間・投票時間
選挙期日の公示日または告示日の翌日から選挙期日（投票日）
の前日、午前8時30分から午後8時まで
●投票を行うことができる事由
投票日に、次のような事由に該当すると見込まれる

選挙人
■仕事や親族の冠婚 葬祭などの予定があるとき
■レジャーや買い物などの私用で、投票日に投票区の
（投票所の区域）区域外にいるとき
■投票日当日、病気やけが、出産、手術等により歩行
が困難で投票所へ行けないとき
●投票手続
入場券（届いていないときは、いりません）を持参

すれば、その場で、期日前投票ができます。（印鑑は不
要です。）
宣誓書を書く以外は、選挙期日の投票所における投

票の手続と同じです。

選挙期日前に行う次の投票は、従来どおりの不在
者投票となります
①選挙期日（投票日）当日までに満20歳を迎えるが、
投票を行おうとする日現在、まだ満20歳に到達し
ない場合
②仕事先・旅行先などの名簿登録地（倉吉市）以外
の市区町村で行う投票
③病院、老人ホーム等の施設で行う投票

代理記載制度の導入

郵便等による不在者投票の対象者が拡大されるとともに、
「代理記載制度」が新たに創設されました。

郵便等投票は、重度の障害等がある方が自宅等現在住んでお
られる場所で郵便等（郵便と信書便）により投票できる制度で
す。平成16年3月1日から郵便等投票の対象者が次のとおり拡
大されました。
なお、郵便等投票をするためには、選挙管理委員会への事前

の申請が必要です。

郵便等による不在者投票制度について

対象者の拡大

期日前投票制度の手続きの概要

●郵便等投票ができる方 ※太字は新たに対象となったもの

●代理記載投票ができる方

公職選挙法改正のお知らせ

●問い合わせ先：選挙管理委員会事務局（022-8119）
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自治公民館名

上
　
　
北
　
　
条

穴 窪
大 塚
中 江
新 田
井 手 畑
下 古 川
古 川 沢
小 田
小 田 東
中　江　西

氏　　名
◎ 大 嶋 和 彦
生　田　百合子
牧　田　忠　之
伊　東　宏　美
○ 徳 田 靖 彦
綾　女　知　廣
田　邉　祐　吉
船　越　道　代
前　田　和　也
水　田　英　雄

成
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
徳

氏　　名

塚　田　一　實
馬　場　　　茂
西　川　志保子
◎ 吉 田 　 元
奥　野　寛　應
信　方　常　雄

田　義　重
田　中　崇　惠
清　水　静　代
平　井　一　廣
河原條　みつ子
本　田　道　夫
亀　山　多惠子
小　林　あけみ
健　代　　　子
○三浦壽美子
舩　木　慶　子
山　岡　信　博
徳　田　實紀夫
山　田　英　樹

田　　　男
山　本　真　生
桝　井　幸　雄

氏　　名

永　井　公　子
前　坂　一　昭
西　村　喜代治
○ 淺 井 民 枝
田　中　秀　和
山　口　富　行
山　本　英　二
岡　本　茂　久
磯　上　輝　行
鷹　見　敏　彦
池　田　道　夫
桑　田　幸　人
◎ 伊 藤 君 夫
柴　山　正　行
山　下　泰　
長　尾　俊　一
八　田　秀　一
松　井　敏　夫

服 部
旭 原
福 積

岡
桜

河 来 見
横 手
大 立
上 大 立
般 若
椋 波
立　　 見

氏　　名

◎ 垣 原 忠 治
藤　井　　　享
○ 尾 　 順 子
朝　倉　信　治
野　坂　由美子
難　波　正　彦
河　野　俊　久
大　田　泰　司
照　下　哲　雄
福　井　美　雄
河　　　芳　夫
宮　本　重　憲

小
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鴨

富 海
下 大 江
東 鴨 新 町
長 坂 町
長 坂 新 町
弓 削
大 宮
岩 倉
菅 原
小 鴨
中 河 原
中 河 原 ２
生 田
打 吹 団 地
北 野
北 野 住 宅
丸 山 町
西 倉 吉 町
福 守 町
鴨 川 町
鴨 川 町 南
天 神 野
西　　 鴨

藤　川　嘉　昭
宮　脇　哲　也
内　田　美　男
森　　　徹　郎
河　本　　　裕
武　中　　　勉
◎ 山 田 乙 千
林　　　春　美
小　原　勝　美
森　　　和　哉
米　田　雅　春
上　山　雅　己
森　　　茂　樹
鐵　本　　　明
増　井　　　隆
岡　　　郁　子
白　岩　忠　彦
田　中　公　美
○ 前 場 武 弘
冨　田　厚　子
磯　山　良　男
上　田　芳　信
福　田　勝　一

上
　
　
小
　
　
鴨

蔵 内
上 古 川
上古川住吉
石 塚
福 山
中 田
若 土
生 竹
生 竹 仙 隠

耳
広　　 瀬

足　立　博　雅
◎ 齋 江 泰 男
宍　戸　寛　二
佐　治　寿　雄
石　田　秋　男
○ 米 本 清 嗣
米　田　耕　作
橋　本　有　司
枠　島　和　正
竺　原　宏　人
谷　口　幸　夫

北
　
　
　
　
　
　
　
　
　
谷

才 ケ 崎
三 江
福 本
尾 田
志 津
仙 隠
横 谷
藤 井 谷
福 富
沢 谷
杉 野
忰 谷
中 野
長 谷

森
つつじが丘
大 河 内
汗　　 干

田　村　典　子
松　本　すが子
松　島　　　平
◎ 谷 口 真 一
石　田　　　健
森 下 國 太 郎
山　尾　憲　治
○ 蓑 原 賢 一

岡　富　雄
野　島　照　正
○ 熊 谷 厚 雄
西　山　光　春
笠　見　重　利
重　道　　　均
山　下　秋　夫
山　　　謙　一
牧　　　敬　一
佐々木　昭　夫

高
　
　
　
　
　
　
　
城

下 米 積
上米積本郷
上 米 積 東
上 米 積 西
若葉町１丁目
若葉町２丁目
下 福 田
上 福 田
昭 和
妻 ノ 神

林　本　　　豊
尾　　　潤　二
谷　本　　　繁
山　松　義　人
竹　本　修　治
岡　田　一　成
矢　田　　　滿
杉　本　芳　信
澁　谷　史　郎
中　井　正　直

明
　
　
　
　
　
　
　
　
倫

福 吉 町
旭 田 町
金 森 町
福吉町２丁目
瀬 崎 町
東 岩 倉 町
西 岩 倉 町
越 中 町
越 殿 町
広 瀬 町
鍛冶町１丁目
鍛冶町２丁目
河 原 町
余 戸 谷 町
み ど り 町
八　幡　町

稲　垣　　　明
西　村　昭　重
岩　本　みどり
中　江　勝　行
田　中　俊　治
横　山　テル子
奥　村　治　正
◎桑本水無子
池　田　重　　　
竺　原　修　一
鈴　木　禮　治
黒　川　　　彦
馬　田　武　男
福　枡　稔　夫
○ 三 輪 文 博
米　田　　　満

灘
　
　
　
　
　
手

北 面
穴 沢
尾 原
半 坂
別 所
穴 田

鋤

○ 御 舩 哲 男
石　川　壽　雄
三　好　眞　之
吉　田　是　博
◎ 三 好 岩 男
松　井　一　郎
井　上　忠　直

上
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井

清 谷
福 庭
福 庭 東
海 田 東 町
海 田 南 町
海田西町・河北町
大 平 町
天 神 町
旭 東
旭 西
旭 南
旭 北
上 井 柳 町
上 井 本 町
上井町１丁目東
上井町１丁目西
河 北 団 地

伊　藤　　　篤
土　井　政　雄
橋　村　　　優
角　　　紘　一
穐　近　三　郎
香　川　道　夫
伊　藤　文　男
吉　田　　　裕
中　原　厚　子

田　敦　子
河　本　　　仁
奥　田　憲　志
椿　　　和　美
西　尾　駒治郎
○ 橋 本 財 藏
◎ 河 崎 和 男
本　守　智　明

西
　
　
　
　
　
郷

山 根
山 根 茶 屋
伊 木
八 屋
下 余 戸
上 余 戸
上余戸住宅
栗 尾
大 原
虹 ケ 丘 町

牧　山　俊　彦
小　 收
◎ 河 村 和 幸
中　村　　　　　
宮　脇　克　介
○ 涌 嶋 恭 治
健　代　政　教
増　田　義　矩
倉　繁　桂　子
松　浦　昭　人

上
　
　
　
　
　
　
灘

円 谷 町
米 田 町
駄 経 寺 町
下 田 中 町
上 灘 町
田 内
東 巌 城 町
三 明 寺 東
三 明 寺 西

昭 和 町

中　井　一　博
福　樂　香　苗
田　村　利　男
○ 宮 脇 　 夫
出　口　政　義
田　　　圭　孝
山　　　英　俊

野　光　明
佐　藤　公　明
河　本　陸　人
◎ 山 田 啓 子

◎印は地区幹事長　○印は地区副幹事長

各自治公民館推薦の明るい選挙推進委員が決まりました。委員の皆さんは2月1日から2年間の任期中、有権者一人一人の自由な意思
によって、明るく適正な選挙が行われるよう、ちらしの街頭配布など各種の啓発活動に活躍します。（敬称略）

倉吉市明るい選挙推進委員を紹介します

幸 町
見 日 町

谷
津　　　 原

山　崎　正　義
安　田　秀　昭

明　里　幸　子
小　川　すず子

中　川　春　美
市　田　献　明

自治公民館名 自治公民館名 自治公民館名

高
　
　
　
　
　
　
　
　
城

社

上 神
寺 谷
大 谷 茶 屋
和 田
馬 場 町
和 田 東 町
不 入 岡
国 府
大 沢
大 谷
国 分 寺
秋 喜
福 光
横 田
黒 見
西 福 守 町
秋 喜 西 町
秋 喜 新 町

住 吉 町
湊 町
東 町
葵 町
仲 ノ 町
宮 川 町
宮川町２丁目
荒 神 町
堺町１丁目
堺町２丁目
堺町３丁目
研 屋 町
明 治 町
明治町２丁目
大 正 町
大正町２丁目
新町１丁目
新町２丁目
新町３丁目
魚 町
東 仲 町
西 仲 町
西　　 町

上
灘

灘
手

勝 負 谷
今 在 家




